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申こ意義あるデスカーシヨンとなった。

○張君先般上京の途次松木名誉会員の病気見舞して参

られたが、前回の時より病情良くなられ顔色も大変

よろしかったと報告あった、早く御全快を祈り上げ

る。

四つのテストの

きざまれた

パーゴラー

ある日私は上野公園を鴬谷の方から顔古気分で渡歩し

ました。静かな通りでアチコチに古いお寺があり、何と

なしに昔の上野風物の一面が保存されているようでなつ

かしい気持でした。あるお寺の門前の黒板に「自利利他

自化他」とあるのが、ふと眼にとまりました。解説を読

むと、本当の利益はミ他人を利益して得られる自分の利

益モでなければならぬものです、即ち他人を生かして自

分が生きることです、とあります。法華経の解釈のよう

でした。

これは驚きました。それは自分達が今やっているロー

タリークラブの主義主張と全く同じ考え方だからです。

真理は洋の東西を問わず一つだなあと痛感しました。感

慨に打れつゝ、噴水のある広場に歩を運びました。が、

噴水は、あいにく渇水事情のため中止されていて、聞く

ところの壮観は見られませんでした。そのかわり噴水花

壇の脇に．カラ傘をパットひらいたような粋なモダンな

休憩所（パーゴラー）が印象的に眼に映りました。これ

は国際ロータリークラブが昨年東京で開いた年次大会を

記念して造営し、この5月に都に寄贈したものです。

設計の山下寿郎氏も、施工の竹中工黎店の社長もロー

タリークラブ員であり、総工費350万円もすべてクラブ

員によってまかないました。つまりこのパーゴラーはロ

ータリークラブ員協力の結晶の一つなのです。

私はこの休憩所で、しばらく休むことにしました。ベ

ンチに腰をおろしてみると、頭上の傘のへりをめぐる太

いハリに、金字で鮮やかに次の四つの文句が刻まれてあ

ります。

1．真実かどうか

2・みんなに公平か

3．好意と友情を深めるか

4・みんなのためになるかどうか

私の心は明るいよろこぼしさに満ちてきました。古寺

の黒板も、モダンなパーゴラーも期せずして同じ真理を

語っている。それも押しつけがましい説教ではなく、眼

あるものは見るべしと云った風のさりげなさです。

第358地区ガバナー　中村米平

（「うえの」6月号より）

ロータリーの奉仕

ロータリークラブがモットーとしている「奉仕一につ

いて一言したい。世のため、ひとのため奉仕するクラブ

というと、慈善事業や社会事業がすぐ恩いうかべられる

だろうが、ロータリーの「奉仕」はもうちょっと広い意

味をもっている。ロータリーでは「最もよく奉仕する者

が最も利益する」といっているが、これなどはとかく誤

解されやすい言葉だ。

先日もあるテレビ番組で、この言葉をとらえて、奉仕

に利益を結びつけるなんて不純ではないかと質問してい

た人があったが、奉仕を社会事業や慈善事業と考えれば

当然であろう。

ロータリークラブが社会事業や慈善事業になにがしの

寄与をしているのはむろんのことだが、その眼目は会員

各自の職業を通じての奉仕である。そこにロータリーの

特色も魅力もあると思う。

職業を通じての奉仕というのは、自分が毎日従事する

仕事、毎日の職業活動が即社会への奉仕でありたいとい

うことである。慈善であれば、報いを求めぬ奉仕が当然

だが、自分の毎日の職業活動を社会への奉仕と結びつけ

るためには、国家社会のため、ひとのために放く、そう

すれば自分も報いられるのだという信念が必要であろう

世の中のため、人のためよかれと念じて幼くことが、結

鼠　自分のため一番よいのだと信じ、かつそれを実行す

るのがロータリークラブの「奉仕の理想」である。

実業之日凍社社長　増田義彦

（技葦のつづりその22）
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板垣君　　御繁忙で久し振り

妄語〉御繁昌で達乳早退
福島君　　前回御休みで

○本日の献立
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